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戦力維持向上にリーダーシップを発揮していた。
八林君の活躍により，私達は秋の関東大学リーグ２部のリーグ戦で，前年苦杯をなめた日体大に
も快勝するなど順調に戦い，終盤には，１部への入れ替え戦出場権を得る２位以内を目前とすると
ころまで来ていた。ところが最終前節の大事な対東京農大戦で思わぬ大敗を喫してしまった。最終
節では快勝したものの，この１敗のために２位日体大と同率ながら得失点差で３位に甘んじること
となり，１部との入れ替え戦に出場できないことを知らされた時，私達４年生は全員，最終節の戦
いを終えた御殿下グラウンドで茫然と立ち尽くしていた。その中でも涙を堪え，３年生以下に次年
度の雪辱と励ましの言葉をかけ続けていた八林君の姿が昨日の事の様に目に浮かぶ。
年が明け，安田講堂の攻防，入試中止など，御殿下グラウンドの周辺は相変わらず騒然としてい
た。私は遅れて６月末に卒業し，社会人として実業団チームの一員となったが，留年の途を選んだ
八林君は「５年生」としてもう一年サッカーを続け，翌年５度目の関東大学リーグ戦に挑戦した。
その結果，今度は２部で見事優勝を果たして宿願の入れ替え戦に出場し，一年前の悔しい思いを思
い切り晴らした。彼の，粘り強い，ぶれない持続性に私達は感嘆を禁じ得なかった。
八林君はサッカーだけでなく，学業でも私達のリーダーであった。同期の文系の部員何人かで，
授業のない期間，御殿下グラウンドでの練習後，御茶ノ水や本郷の喫茶店に集まり，彼が好きだっ
たマンハイム論を聞いたり，また，資本論論議をしたりするなど，自主勉強会の主催者・リーダー
でもあった。
八林君は，卒業後，専修大学に職を得て教壇に立つことになったが，それからも専門のドイツ経
済史の他に，サッカーのトレーニング理論や，サッカー発祥の地，英国のサッカー風土研究にも領
域を広げ，学問の世界でも活躍した。専修大学では今度は選手ではなく，サッカー部の部長として
専修大学の「大学サッカー日本一」にも多大の貢献をしたと聞いて，私達同期生には皆，八林君の
活躍ぶりのニュースはとても自然に受け入れられた。これも大学４年生の時の，あのときの悔しい
思いを晴らしたい，その思いを持ち続けていた私達共通の悔しさの為せる業だったに違いない。八
林君の「生き様」から，私達は「人間はどんなに悔しい思いをしても，それを忘れずに，それをバ
ネにして，努力し続ければ必ず報われる」という事を教えられたのである。
******************************
いつも私達同期のエースだった「やっち」，４年間汗と涙を共にした同期生の中で一番まじめで，
いつも冷静で，一番誠実で，一番誰にも優しく，先輩に愛され後輩にも慕われる，本当に素晴らし
い「やっち」だった。そんな君に一番先に逝かれてしまったけど，彼の地でまたボールを皆で一緒
に蹴りたいね。待っていてくれよ。
「やっち」，君が最後まで愛し続けた君の後輩たち，東大ア式蹴球部の現役選手達は今また，関東
リーグへの復帰を目標に必死の戦いを続けている。また，君が教鞭をとった専修大学の学生たちは，
君の，全ての人，全ての物事に対して誠実な，稀有な人間性に触れて得たもの・学んだものを，き
っと将来に生かしてくれるものと確信している。
「やっち」，八林秀一君，有り難う。
今は，唯，さようなら。
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